
（別記） 

令和８年度鹿沼市地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本市は主食用米以外の作物への振興を進め、転作率が増加傾向にあったが、昨年は主食

用米の価格高騰により転作率は大幅に減少することとなった。主食用米の民間在庫量が増

加すると言われており、主食用米の価格下落が懸念されている。持続可能な水田農業のた

め、多角的な営農推進、コスト削減支援に加え、需給バランスを見据えた作付け調整を図

っていく。 

また、専業農家の経営するイチゴ、ニラ、トマト等の施設園芸作物、飼料作物等は、作

付面積の拡大を図り、経営規模を縮小する兼業農家等の農地は、地域計画に位置付けられ

る大規模経営体、集落営農組織に集積を促進する。 
 
２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 

水田を活用した露地野菜をはじめとした高収益作物の導入・生産拡大を進め、農業の収

益性向上を図る。特に本市はいちご、にらの新規就農研修等にも力を入れており、引き続

き新規就農者の受け入れや産地の発展を図っていく。 

 また、地域計画と連携し、その地域の実情に応じた高収益作物の励行を進め、その地域

ならではの農業の展開と農業者一人ひとりの所得向上を図っていく。 
 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

水田活用の直接支払交付金の対象農地要件について周知を再徹底するとともに、今後、

畑作物作付けが定着し、稲作活用の見込みがない水田の把握にも努めていく。 

それらの点検結果、大規模農家を中心としたブロックローテーションの取組が可能な生

産者に対して同取組を推奨し、その流れが地域全体に浸透していくような働きかけを行っ

ていく。 

加えて、ブロックローテーションが困難かつ畑作物が中心となっている生産者に対して

は、転換作物の定着状況の把握を注視しつつ、地域の実情に応じ、転換作物の「高収益作

物畑地化支援及びその他畑地化支援」等を有効に活用できるよう周知を図っていく。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

前年需給動向を見極めたうえで、令和８年度の作付参考値を目安に需要に応じた 

生産を行う。 

 

（２）備蓄米 

集荷業者等が設定する需要量に応じた生産量を確保していく。 

 

（３）非主食用米 

ア 飼料用米 

飼料メーカーや鹿沼市内畜産農家の求める規格・荷姿の実現を図り、実需者のニ   

ーズに応えられる生産体制を構築する。生産コストの低減に向けた取組を進めると  



ともに、収量の向上、主食用米からの転換による作付面積の拡大を推進する。 

     また、当市においては実績がほとんどないが、麦など作付け時期が重ならない作  

物との二毛作の推進にも注力していく。 

 

  イ 米粉用米 

小麦代替のグルテンフリーの材料として米粉の需要に回復の傾向がみられること 

から、段階的に生産拡大を推進していく。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

世界的に和食の人気が高まっており、米の新たな需要が見込めることから、生産 

コスト低減と多収技術を実証しながら、販売業者等と連携して取組を進めていく。 

       

  エ WCS 用稲 

鹿沼市内畜産農家の自給飼料や地域内流通飼料として有効であり、引き続き畜産  

農家と耕種農家との結びつきや、品質の向上などを図っていく。 

 

  オ 加工用米 

実需者との結び付き（地域内流通を含む）の拡大により、需要量を確保し、計画  

的な生産が行われるよう安定化を図っていく。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物  

新品種の導入等を図ること、実需者のニーズに応じた生産を図る。酸性土壌の改良、 

播種時期や収穫時期の排水管理を徹底し、品質向上、単収増を図る。また、二毛作を 

進め、販売収入の増大を図る。 

麦については、認定農業者や集落営農組織等の担い手を誘導し、規模拡大を目指す 

とともに、麦の中でも引き合いの強い小麦の生産量増も図っていく。 

  飼料作物においては、子実用とうもろこしの導入支援やその他の飼料作物について 

も耕畜連携を推進しコスト低減を図る。 

 

（５）そば、なたね  

中山間地を中心に振興を図る。そばの機械化の推進と排水対策の徹底、鳥獣被害対策 

よる生産性・品質向上を図る。また、二毛作・二期作を進め、販売収入の増大を図る。 

   生産者を認定農業者又は集落営農組織に誘導し、個々の生産者の規模拡大を目指す。 

 

（６）地力増進作物 

高収益作物の導入等を視野に入れ、対象農地の地力の回復を図る。 

   〇対象作物：えん麦、アウェナストリゴサ（えん麦野生種）、ライ麦、ライ小麦、 

大麦、小麦、大豆、そば、稲、ソルガム、とうもろこし、ヒエ、ギニアグラス、 

イタリアンライグラス、スーダングラス、トールフェスク、ケンタッキーブルー 

グラス、ミレット類、チモシー、アニュアルライグラス、オオナギナタガヤ、テ 

フグラス、バヒアグラス、グリーピングベントグラス、オーチャードグラス、ク 

ロタラリア、セスバニア、エビスグサ、ヘアリーベッチ、レンゲ、クローバ類、 

アルファルファ、ひまわり、マリーゴールド、コスモス、シロガラシ、菜の花

（なたね）、カラシナ、ハゼリンソウ、ダイカンドラ 

    ※ 対象作物は青刈りを含む 

（７）高収益作物 

イチゴ、ニラ、トマトを中心とする、施設園芸作物の振興を図る。また、産地交付 

金を活用し、露地野菜を含めた重点振興作物として、ハトムギ、いちご、にら、トマ 



ト、なす、きゅうり、うど、さつきの苗木、麻、こんにゃく、ズッキーニ、鹿沼菜、 

さといもの作付面積の拡大を図る。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1929 0 2000 0 1715 0

0 0 10 0 9 0

172 0 170 0 520 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 4 0

175 0 180 0 180 0

3 0 8 0 8 0

198 48 205 53 205 58

49 37 55 45 55 53

270 208 325 220 325 225

・子実用とうもろこし 0 0 10 12 0

340 133 350 125 295 125

2 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0

114 1 120 1 81 1

・野菜 113 1 119 1 80 1

・花き・花木 0 0 0 0 1 0

・果樹 0 0 0 0 0 0

・その他の高収益作物 1 0 1 0 0 0

17 0 7 0 10 0畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

取組面積
（ha）

取組面積
193ha

品質区分1等の割合
（％）

品質区分1等の割合
86%

取組面積
（ha）

取組面積
49ha

品質区分1等の割合
（％）

品質区分1等の割合
33%

取組面積
（ha）

取組面積
163ha

品質区分1等の割合
（％）

品質区分1等の割合
62%

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
対象作物の作付面積

（ha）

対象作物の作付面積
（ha）

対象作物の作付面積
（ha）

飼料用米等の生産性向上助成
対象作物の作付面積

（ha）

3

2

いちご、にら、トマト、なす、きゅ
うり、さといも、うど、こんにゃ

く、ズッキーニ、鹿沼菜、さつきの
苗木、麻

（基幹作）

二毛作･二期作助成

耕畜連携助成
(資源循環)

耕畜連携助成
（わら利用）

飼料用米(多収品種)
(基幹作）

麦・大豆・飼料作物・WCS用稲・米
粉用米・飼料用米・加工用米・そ
ば・なたね・地力増進作物（二毛

作・二期作）

飼料作物（粗飼料作物等）
（基幹作・二毛作）

飼料用米、わら専用稲
（基幹作・二毛作）

飼料用米、米粉用米
（基幹作）

そばの生産性・品質向上の取組
助成

6
水田における麦

（基幹作・二毛作）
麦の生産性向上助成

（担い手）

（令和７年度）
171ha

5
飼料用米(多収品種)の生産振興

助成
対象作物の作付面積

（ha）

4

10 重点振興作物助成
対象作物の作付面積

（ha）

（令和７年度）
5ha

（令和７年度）
156ha

（令和７年度）
0ha

（令和７年度）
63ha

9
水田におけるハトムギ

（二毛作）
重点振興作物助成

(二毛作）
対象作物の作付面積

（ha）

7
水田における大豆
（基幹作・二毛作）

大豆の生産性向上助成
（担い手）

8
水田におけるそば

（基幹作）

（令和８年度）
取組面積：60ha
１等割合：50%

（令和８年度）
取組面積：150ha
１等割合：90%

（令和８年度）
30ha

（令和８年度）
60ha

（令和７年度）
388ha

（令和８年度）
430ha

（令和８年度）
15ha

（令和８年度）
200ha

（令和８年度）
200ha

（令和８年度）
取組面積：205ha
１等割合：96%

（令和８年度）
20ha

（令和７年度）
5ha



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：栃木県

協議会名：鹿沼市農業再生協議会

1 二毛作・二期作助成 2 11,000
麦・大豆・飼料作物・WCS用稲・米粉用米・飼料用米・加工用

米・そば・なたね・地力増進作物
（二毛作・二期作）

・助成対象者が、助成対象水田において、対象作物を二毛作として作付すること及び当該年度内に収
穫及び出荷・販売を行うこと。

2 耕畜連携助成（資源循環） 3 10,000
飼料作物

（粗飼料作物等）
　（基幹作）

　・堆肥を散布する者は、対象作物の供給を受けた家畜の所有者又はその者の委託を受けた者である
こと　等

2
耕畜連携助成（資源循環）

（二毛作）
4 10,000

飼料作物
（粗飼料作物等）

　(二毛作）

　・堆肥を散布する者は、対象作物の供給を受けた家畜の所有者又はその者の委託を受けた者である
こと　等

3 耕畜連携助成（わら利用） 3 10,000
飼料用米、わら専用稲

（基幹作）
・わらが確実に飼料として利用され、飼料用米については、子実が飼料又は飼料の種苗として利用され
ていること　等

3
耕畜連携助成（わら利用）

（二毛作）
4 10,000

飼料用米、わら専用稲
（二毛作）

・わらが確実に飼料として利用され、飼料用米については、子実が飼料又は飼料の種苗として利用され
ていること　等

4 飼料用米等の生産性向上助成 1 4,000
飼料用米、米粉用米

（基幹作）
・フレコン・バラ出荷、オペレータやコントラクタ等への作業委託　等

5 飼料用米（多収品種）の生産振興助成 1 1,000
飼料用米
（基幹作）

・フレコン・バラ出荷、オペレータやコントラクタ等への作業委託　等
・別紙の多収品種を作付けすること

6 麦の生産性向上助成（担い手） 1 2,100
水田における麦

（基幹作）
・個人 (１戸１法人含む)：３ha以上
 ・集落営農 (任意組織からの法人含む)：５ha以上　等

6
麦の生産性向上助成（担い手）

（二毛作）
2 2,100

水田における麦
（二毛作）

・個人 (１戸１法人含む)：３ha以上
 ・集落営農 (任意組織からの法人含む)：５ha以上　等

7 大豆の生産性向上助成 1 2,100
水田における大豆

（基幹作）
 ・個人 (１戸１法人含む)：大豆２ha以上
 ・集落営農 (任意組織からの法人含む)：大豆５ha以上　等

7
大豆の生産性向上助成

（二毛作）
2 2,100

水田における大豆
（二毛作）

 ・個人 (１戸１法人含む)：大豆２ha以上
 ・集落営農 (任意組織からの法人含む)：大豆５ha以上　等

8 そばの生産性・品質向上の取組助成 1 2,800
水田におけるそば

（基幹作）
・ドリルシーダーを使用した播種をすること
・鳥獣害対策の柵を設置すること　等

9
重点振興作物助成

（二毛作）
2 3,400

水田におけるハトムギ
（二毛作）

・作付面積が3ha以上　等

10 重点振興作物助成 1 2,500
いちご、にら、トマト、うど、きゅうり、なす、さといも、さつきの苗

木、麻、こんにゃく、ズッキーニ、鹿沼菜
（基幹作）

・通常の収穫を上げ得るに十分な栽植密度があるとともに、通常の肥培管理等が行われていること。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



多収品種一覧

取組内容 備考

不耕起田植技術 明暗きょ排水の整備、心土破砕

育苗・移植作業の省力化 直播栽培、乳苗移植、プール育苗、密苗栽培、疎植栽培

土づくり 堆肥の施用、ケイ酸質資材の施用

肥料の低コスト化、省力化 土壌分析・生育診断を踏まえた施肥、流し込み施肥、側条施肥

農薬の低コスト化、省力化 種子の温湯消毒、農薬の苗箱播種同時処理、農薬の田植同時処理、共同防除

立毛乾燥

担い手が行う取組
農地中間管理機構の借受者、認定農業者、認定新規就農者、集落営農、地域計画に
位置付けられた経営体

集積・団地化 (①から⑤の条件に基
づく、一連の農作業に支障が生じな
い２筆以上の水田であること)

①畦畔で接続②農道又は水路等を挟んで隣接③各々一隅で接続③段状に接続④耕作
者の宅地に接続

施設・機械の共同利用

収穫・流通体制の改善 フレコン・バラ出荷、オペレータやコントラクタ等への作業委託

地域内流通 交付申請者と同じ市町の需要者への出荷

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

月の光、夢あおば、いわいだわら、えみうたか、オオナリ、きたげんき、北瑞穂、クサホナミ、たちじょうぶ、ふくのこ、ふくひびき、
べこあおば、べこごのみ、北陸１９３号、ホシアオバ、ミズホチカラ、みなみちから、モグモグあおば、もちだわら、モミロマン、笑

みたわわ、亜細亜のかおり

（別紙）飼料用米多種品種（別紙）

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和８年度から新規に設定した目標については、令和７年度以前の目標の記載は不要です。


